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伊 奈 町
総 合 振 興 計 画



　伊奈町は、美しい田園風景
が広がる自然豊かな中、都心か
ら40キロメートル圏内という地
理的条件に加え、埼玉新都市
交通伊奈線（ニューシャトル）の
開通や都市基盤整備による住環
境の向上に伴い人口増加を続

け、発展してまいりました。
　また、県立がんセンターをはじめとした医療機関が整
備され、大学や高校などの教育施設が数多く所在する、
大変魅力的な町であります。
　皆様から寄せられました信頼と期待に応えるべく、こ
れまで「ずっと住みたい　緑にあふれた　キラキラ光る
元気なまち」の実現を目指して取組を進めてまいりまし
たが、更に歩みを進めるため、「これからも安心して住
み続けられる　ぬくもりのあるまちづくり」を将来像とす
る、新たな「伊奈町総合振興計画」を策定いたしました。
　本計画の策定にあたっては、町民ワークショップをは
じめ、中学生ワークショップ、高校生ワークショップ等
を開催し、様々な世代の方から貴重なご意見をいただき
ました。
　また、これまで総合振興計画とは別で策定していた
「伊奈町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を基本計画
内に重点プロジェクトとして設定し、「伊奈町デジタル田

園都市国家構想総合戦略」と名称を変更した上で一体的
に策定しております。
　人生100年時代を迎え、少子高齢化に伴う人口減少
が全国的な課題となるなか、新型コロナウイルス感染症
の流行やエネルギー・食料品等の物価高騰などにより、
私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。
　このような社会潮流のなかで、今後も伊奈町が発展し
ていくためには、社会情勢や地域の動向を迅速かつ的
確にとらえ、町民の皆様と共に、将来を見据えた持続
可能なまちづくりを推進していく必要があります。
　子どもからお年寄りまで、すべての町民が、ぬくもり
を感じることができ、ずっと安心して住み続けたいと思
えるまちづくりの実現に向け、役場全体でワンチームと
なり、様々な施策に全力で取り組んでまいりますので、
今後とも一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。
　結びに、本計画の策定にあたり、ご尽力いただいた
伊奈町総合振興計画審議会委員をはじめ、町議会議員、
貴重なご意見やご提言をいただきました町民の皆様に心
より御礼を申し上げます。
　令和７年３月

伊奈町長

ごあいさつ
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実施
計画

基
本
構
想

まちの将来像とまちづくりの基本的な方向性を示したものです。
計画期間は、令和７年度から令和16年度までの10年間です。

基
本
計
画

基本構想に基づき、まちの将来像を実現するための取組を具体的に定めたものです。
計画期間は、前期が令和７年度から令和11年度の５年間、後期が令和12年度から
令和16年度までの５年間です。

実
施
計
画

基本計画に掲げられた分野の取組について、具体的な事業内容を定めたものです。
計画期間は、３年間とし、ローリング方式により毎年度、事業の見直しを行います。

基本
構想

基本
計画

人口
ビジョン

総合戦略
（重点プロジェクト）

総合振興計画とは
1．計画策定の趣旨
　総合振興計画は町政運営の最上位計画として位置づけられ、伊奈町が目指すまちの将来像を明確にし、これを達

成するための施策を総合的・体系的に示す、まちづくりの基本となる計画です。

　伊奈町では平成27年度に、現行の総合振興計画が策定され、基本構想における将来像を「ずっと住みたい　緑に

あふれた　安心・安全なまち」として掲げました。さらに５つの基本目標に基づき、各分野における施策を計画的に

進めてきました。令和２年度には基本計画の見直しが行われ、後期基本計画が策定されました。

　令和６年度で現行計画が最終年度を迎えることから、計画の詳細な検証や各種調査の実施・分析を行い、歴史や

伝統を継承しながらも社会潮流の変化等の新たな視点を取り入れ、すべての町民が安心して住み続けられる、ぬくも

りのあるまちづくりを進めていきます。

　複雑化・多様化する行政課題に対応する長期的な視野に立った、今後10年間における新たなまちづくりの指針と

なる総合振興計画を策定します。

　さらに、町の人口減少を抑制し、将来にわたって持続可能な地域を実現していくとともに、町の魅力を底上げしつ

つ、ＤＸなどのデジタル技術の活用による産業基盤の裾野の拡大や、情報発信力の強化などに取り組む計画である、

「伊奈町デジタル田園都市国家構想総合戦略」を一体的に策定します。

2．計画の構成と期間
　この計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」から構成されます。

　また、同時期に計画の最終年度を迎える「第２期伊奈町まち・ひと・しごと創生総合戦略」については、基本計画の重

点プロジェクトとして位置づけ、新たに「伊奈町デジタル田園都市国家構想総合戦略」として本計画に包含し、一体的

に策定します。

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度

基本構想

基本計画

実施計画

総合戦略
（重点プロジェクト）

人口ビジョン 令和 32 年度まで（適宜見直し）

毎年度ローリング方式により見直し

10 年間

後期５年間前期５年間

３年間
３年間

５年間

伊奈町総合振興計画の計画期間
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3．将来像

町民アンケートや各種ワークショップ、関係団体ヒアリング等では、

防犯・防災対策や公共・民間施設の整備、伊奈町の魅力の発信、子育て支援や高齢者福祉の充実など、

こうした伊奈町の現状や課題を踏まえつつ、子どもから高齢者まですべての町民が、

このまちでぬくもりを感じることができ、ずっと安心して住み続けたいと思えるまちを目指すため、

本計画の将来像を「これからも安心して住み続けられる　ぬくもりのあるまちづくり」としました。

これからも

基本目標

活気と
にぎわいのある
まちづくり

１

２
子育て・
学びが充実した
まちづくり

３
健康で
いきいきと暮らせる
まちづくり

安心・安全・
快適な
まちづくり

4

5
町民と共に
発展する
まちづくり

丸山駅

志久駅

伊奈中央駅

羽貫駅

内宿駅
農業と水辺ゾーン

住宅系ゾーン

商業系ゾーン

工業系ゾーン

自然共生ゾーン

みどりと文教ゾーン

みどりのふれあい拠点

水と歴史・自然拠点

街路整備推進エリア

土地利用推進エリア

にぎわい拠点

地域活性化拠点

基本構想

　本町の土地利用は、将来像の実現に向けて、緑豊かな自然と

の共生のなかで、コンパクトなまちづくりを進めながら、都市的

魅力と自然が調和した空間づくりを目指します。

46,000人

令和16年度の
目標人口

　本町の総人口は、町外からの転入により増加傾向となっていま

すが、国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、本町の

人口は令和12年をピークに減少に転じ、令和32年には45,000

人を下回るものと推計されています。

　本町では、子育てしやすい環境の整備や、町の魅力を町内外

に発信するシティプロモーションの推進など、将来の人口減少を

抑制するための施策を推進し、令和32年まで概ね46,000人程

度の人口を維持していくことを目標とします。

　そのため、本計画期間の最終年度である令和16年度の目標人

口を、右の通り設定します。

1．将来人口

2．土地利用構想
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3．将来像

町民アンケートや各種ワークショップ、関係団体ヒアリング等では、

防犯・防災対策や公共・民間施設の整備、伊奈町の魅力の発信、子育て支援や高齢者福祉の充実など、

今後の伊奈町のまちづくりについて様々なご意見を頂きました。

こうした伊奈町の現状や課題を踏まえつつ、子どもから高齢者まですべての町民が、

このまちでぬくもりを感じることができ、ずっと安心して住み続けたいと思えるまちを目指すため、

本計画の将来像を「これからも安心して住み続けられる　ぬくもりのあるまちづくり」としました。

これからも安心して住み続けられる
ぬくもりのあるまちづくり

将来像

基本目標 施策の大綱

活気と
にぎわいのある
まちづくり

１

４ 町内産業の活性化と企業誘致の推進

６ 緑あふれる環境と水辺の保全

５ 持続可能な都市農業の振興

３ 魅力ある観光資源の創出と振興

２ 移住・定住の促進

1 シティプロモーション・
 シビックプライドの醸成

２
子育て・
学びが充実した
まちづくり ３ 豊かな心と健やかな体の育成

1 子育て支援・保育サービスの充実

2 時代に対応した確かな学力と
 自立する力の育成

4 質の高い学校教育を推進するための
 環境の充実

７ スポーツ・レクリエーション活動の推進

6 生涯学習の推進と文化芸術の振興

５ 学校・家庭・地域の連携・協働と
 家庭・地域の教育力の向上

３
健康で
いきいきと暮らせる
まちづくり

2 介護サービスの充実と
 高齢者の生きがいづくり

３ 障がい者福祉の推進

1 誰もがつながり支え合う地域福祉の推進

6 社会保障サービスの充実

５ 地域医療提供体制の充実

4 健康づくりの推進と健康寿命の延伸

安心・安全・
快適な
まちづくり

4
4 交通安全意識の向上と環境の整備

３ 地域と連携した防犯体制の構築

2 消防力の充実

1 災害に強いまちづくりの推進

５ 消費者の安心・安全の確保

７ 安心・安全で住みやすい市街地の形成

8 便利で使いやすい公共交通の整備

6 地球環境にやさしいクリーンな
 まちづくりの推進

5
町民と共に
発展する
まちづくり

2 町民参画によるまちづくりと
 効果的な町政情報の共有

３ 地域コミュニティの活性化と
 国際化の推進

1 地域と行政におけるデジタル化の推進 4 人権尊重の啓発と平和の推進

５ ジェンダー平等に向けた社会の実現

6 効率的な行政運営の推進

７ 将来を見据えた財政運営の推進
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　本町では、人口減少を抑制し、将来にわたって持続可能な地域を実現していくために、平成27年度より「伊奈町

まち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進してきました。

　こうしたなか、国では令和５年に「デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023改訂版）」が閣議決定され、地域の

個性を生かしながら、デジタルの力によって地方創生の取組を加速化・深化させていくこと等が示されています。

　そのため、本計画でも「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で取り組んできたこれまでの地方創生の取組に加え、

デジタルの力を活用した地方創生を推進するため、「伊奈町デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定します。

　なお、「伊奈町デジタル田園都市国家構想総合戦略」の目指す人口減少対策やデジタルの力を活用した地方創生の

取組が、総合振興計画の目指す内容と共通する部分も多いことから、総合振興計画の基本計画内に「重点プロジェ

クト」として設定し、相互に連携しながら一体的に推進します。

雇用の安定や産業の活性化を推進する	
“はたらく”プロジェクト

　伊奈町で安心して働き続けることができるよう、働く場の確保や伊奈

町の特性を生かした産業の振興、多様な働き方の支援等を行います。

　また、デジタル技術を活用した農業の生産性向上や、中小企業等にお

けるＤＸ化等を推進し、地域産業の活性化を図ります。

1重点
プロジェクト

施策②

働きやすい職場環境の推進

施策①

地域産業の振興と担い手の確保

施策

施策②
まちの魅力を生かした
にぎわいづくり

施策①
移住・定住につながるシ
ティプロモーションの推進

施策

まちの資源を生かし、関係人口の拡大を図る　
“にぎわい”プロジェクト

　伊奈町の関係人口を増やし、まちのにぎわいの創出や移住・定住に

つなげるため、まちの資源を生かした観光交流の拡大を図ります。

　また、にぎわいの場づくり、“伊奈らしさ”を感じることのできる魅力

をＳＮＳ等の多様な媒体を活用し、町内外に発信します。

2重点
プロジェクト

1．重点プロジェクト（伊奈町デジタル田園都市国家構想総合戦略）

基本計画

6



すべての人が希望をかなえ、活躍できる地域をつくる	
“あんしん”プロジェクト

　結婚・出産・子育ての希望を伊奈町でかなえることができるよう、切れ

目のない支援や保育・教育環境の充実、保育所におけるＩＣＴ化等を推

進します。

　また、性別や年齢、障害の有無、国籍等にかかわらず誰もが活躍でき

る共生のまちづくりを推進します。

3重点
プロジェクト

施策

施策②

住み続けたいと思えるまちづくり

施策③

教育・学びの環境の充実

施策①
結婚・出産・子育ての希望
をかなえる環境づくり

すべての人が健康で元気な暮らしを実現する	
“いきいき”プロジェクト

　いつまでも元気でいきいきとした生活を伊奈町で送ることができるよ

う、スポーツや生涯学習、介護予防や健康づくりの取組を推進するとと

もに、町民と行政、地域活動団体等多様な主体との協働のまちづくりに

よる地域社会の活性化を図ります。

　また、医療や介護分野におけるＤＸ化の推進により、質の高いサービ

スの提供や医療・介護従事者の負担軽減等を図ります。

4重点
プロジェクト

施策②施策①

地域活動の推進
誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちづくり

施策

施策②

将来を支えるデジタル人材の育成

施策③
誰もがデジタルの力を
活用できるまちづくり

施策①

デジタル基盤の整備

施策

デジタルの力で便利なまちをつくる	 	
“かいてき”プロジェクト

　デジタル技術の活用により、地域における社会課題を解決するため、

マイナンバーカードの普及やデジタル・デバイド対策、窓口・申請等にお

ける住民サービスの利便性向上、庁内におけるＤＸ推進による事務の効

率化、ＤＸ人材の育成・確保等を行います。

5重点
プロジェクト
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活気とにぎわいのある
まちづくり

基本
目標１
シティプロモーション・シビックプライドの醸成１　

2．前期基本計画

緑あふれる環境と水辺の保全６
緑や水辺環境への関心が高まり、保全・維持に協力する人が増え、豊かな自然環境を次世代へ
つないでいます。

伊奈町の
未来のすがた

①	誰もが利用しやすい公園の整備
②「バラのまち」の推進に向けた拠点づくり

③	緑豊かな環境の保全と意識啓発の推進
④	安心・安全な河川の管理と水辺環境の維持

施
策

持続可能な都市農業の振興５

農産物のブランド化や６次産業化が進み、安定的な生産が確保され、農業の担い手も増えています。伊奈町の
未来のすがた

①	地域ブランドの確立による持続可能な農業の振興
②	安定性・生産性の高い農業基盤の構築

③	農業体験の充実と交流の場づくり施
策

町内産業の活性化と企業誘致の推進４

町の産業が活性化し、活気あふれる伊奈町になっています。伊奈町の
未来のすがた

①	商工業の活性化と起業、経営革新事業者への支援
②	就労者支援と雇用機会の創出

③	企業誘致の推進施
策

魅力ある観光資源の創出と振興３

伊奈町の認知度が高まり、何度でも訪れたくなる、魅力あふれるまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

①	観光情報の積極的な発信
②	観光コンテンツの企画・開発・磨き上げ

③「バラと伊奈備前守忠次」によるまちづくりの推進
④	観光協会との連携による戦略的な観光施策の推進

施
策

移住・定住の促進２　

移住・定住支援の取組を推進し、伊奈町が移住先として選ばれ、住み続けたいまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

①	移住・定住情報の発信
②	住環境の整備

③	出会いの支援を通じた定住促進施
策

まちの魅力が町内外に発信され、伊奈町のファンが増え、伊奈町に住みたいと思う人が増えています。伊奈町の
未来のすがた

①「伊奈ブランド」の確立と町の魅力発信
②	多様な手法による情報発信・PRの推進

施
策
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子育て・学びが充実した
まちづくり

基本
目標２

スポーツ・レクリエーション活動の推進７　

誰もが生涯にわたってスポーツを楽しむことができ、心身共に健康な町民が増えています。伊奈町の
未来のすがた

①	スポーツ・レクリエーション活動の推進
②	スポーツ環境の整備

施
策

生涯学習の推進と文化芸術の振興６　
子どもから大人まで、生涯にわたって学習できる機会と学習を楽しむ環境が提供されるとともに、
伊奈町の文化や芸術、伝統が次世代に引き継がれています。

伊奈町の
未来のすがた

①	生涯にわたる学習の機会の充実
②	文化芸術に親しめる環境づくり

③	文化財及び町史資料の保護・保存・活用と次世代への継承施
策

学校・家庭・地域の連携・協働と家庭・地域の教育力の向上５　

地域・学校・行政等が連携し、家庭教育の充実が図られ、地域の教育力が向上しています。伊奈町の
未来のすがた

①	学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進
②	学校運営協議会と一体となった地域学校協働活動の推進

③	部活動の地域連携・地域移行の推進
④	家庭・地域の教育力を向上させる機会の充実

施
策

質の高い学校教育を推進するための環境の充実４　
新たな時代に対応した教育の充実が図られ、子どもたちが主体的に考え、
学習に取り組めるようになっています。

伊奈町の
未来のすがた

①	教職員の資質向上と働き方改革の推進
②	子どもたちの安心・安全の確保

③	質の高い教育を推進するための環境整備
④	安心・安全な学校給食の提供

施
策

子育て支援・保育サービスの充実１　
伊奈町の

未来のすがた 安心して子どもを産み・育てることができる環境が整備され、子育てを地域で支えるまちになっています。

①「こどもまんなか社会」の実現

②	安心して妊娠、出産、子育てができる環境づくり

③	質の高い保育サービスの提供

④	地域主体の子育て支援の充実
施
策

豊かな心と健やかな体の育成３　

すべての子どもの権利が守られ、豊かな心と健やかな体が育まれています。伊奈町の
未来のすがた

①	豊かな心を育む教育の推進
②	いじめ防止対策の推進
③	成長や発達する過程を支える生徒指導の充実

④	人権を尊重した教育の推進
⑤	児童・生徒の健康の保持・増進
⑥	体力の向上と学校体育活動の推進

施
策

時代に対応した確かな学力と自立する力の育成２　

新たな時代に対応した教育の充実が図られ、子どもたちが主体的に考え、学習に取り組んでいます。伊奈町の
未来のすがた

①	一人ひとりの学力を伸ばす教育の推進
②	新しい時代に求められる資質・能力の育成
③	進路指導・キャリア教育の充実

④	幼児教育との連携の推進
⑤	特別支援教育の充実
⑥	誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策の推進

施
策
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健康でいきいきと暮らせる
まちづくり

基本
目標３

社会保障サービスの充実６　

適切に社会保障制度が維持され、暮らしを支えています。伊奈町の
未来のすがた

①	国民健康保険事業の健全な運営
②	国民年金制度の理解促進

③	介護保険事業の円滑な運営と制度の周知
④	生活困窮者等の自立に向けた支援

施
策

地域医療提供体制の充実５　

けがや病気になっても、いつでも安心して医療を受けられる体制が整っています。伊奈町の
未来のすがた

①	地域医療提供体制の充実と連携の推進
②	在宅医療・介護の連携・推進

③	救急医療体制の充実施
策

健康づくりの推進と健康寿命の延伸４　

町民が積極的に健康づくりに取り組み、生涯にわたって心身共に健康な状態を維持しています。伊奈町の
未来のすがた

①	健康づくりや生活習慣の改善に向けた普及・啓発
②	疾病の早期発見・早期治療の推進

③	こころの健康づくりの推進
④	感染症の予防と対策の充実

施
策

障がい者福祉の推進３　

障がいのある人もない人も、共に生き、共に支え合い安心して暮らせるまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

①	障がい者が安心して暮らせる体制づくり
②	障害福祉サービスの充実

③	自己実現に向けた就労や社会参加の促進施
策

介護サービスの充実と高齢者の生きがいづくり２　

高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持ち、自分らしくいきいきと暮らしています。伊奈町の
未来のすがた

①	高齢者を地域で支える地域包括ケアシステムの充実
②	高齢者の社会参加と生きがいづくりの支援

③	高齢者の見守り体制の充実施
策

誰もがつながり支え合う地域福祉の推進１　

地域で助け合い、支え合いながら、笑顔で安心して暮らせるまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

①	地域福祉の推進に向けた支援の充実
②	地域づくり・ボランティア活動の推進

③	誰もが安心して住み続けられるまちづくりの推進施
策
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安心・安全・快適な
まちづくり

基本
目標４
災害に強いまちづくりの推進１　

施
策
①	災害に強い社会基盤づくり
②	防災意識の向上と備えの充実

③	自助・共助・公助による地域防災体制の強化
④	広域連携体制の構築

町民、地域、行政が連携し、日頃から防災意識を高めることで、災害に強いまちが実現されています。伊奈町の
未来のすがた

消防力の充実２　

施
策
①	消防広域体制の強化
②	消防団員の活性化による地域防災力の強化

消防広域体制を強化するとともに、消防団の活動を支援し、地域の消防力が強化されています。伊奈町の
未来のすがた

地域と連携した防犯体制の構築３　

施
策
①	防犯体制の充実・強化
②	犯罪を未然に防ぐ環境整備

町や警察、地域住民、関係団体が連携し、防犯体制が構築され、犯罪の起こりにくいまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

交通安全意識の向上と環境の整備４　

施
策
①	地域における交通安全活動の支援
②	交通安全意識の普及・啓発

③	安全な交通環境の整備

町民の交通安全意識が向上し、道路交通環境が整備されることで、
交通事故の発生件数が減少しています。

伊奈町の
未来のすがた

消費者の安心・安全の確保５　

施
策
①	消費者トラブルの未然防止
②	消費生活相談の充実

消費者被害に対する啓発や相談窓口につなげる取組を推進することで、
消費者の安全を守る体制が整備されています。

伊奈町の
未来のすがた

地球環境にやさしいクリーンなまちづくりの推進６　

施
策

①	環境にやさしいまちづくりの推進
②	資源循環型社会の実現
③	環境に配慮した汚水処理の推進

④	安全で安定した上水道の整備
⑤	人と動物との共生に向けた取組の推進

環境意識や地球温暖化の防止に向けた意識が高まり、自然環境の保全に取り組んでいます。伊奈町の
未来のすがた

安心・安全で住みやすい市街地の形成７　

施
策
①	計画的な土地利用の促進
②	利便性の高い安心・安全な道路環境の整備

③	住宅の耐震化の推進
④	空き家対策の充実

計画的な市街地の形成を実施し、安全で快適なまちが形成されています。伊奈町の
未来のすがた

便利で使いやすい公共交通の整備８　

施
策
①	ニューシャトルの利便性向上
②	ニーズに応じた利用しやすいバス交通の充実

③	持続可能な公共交通の検討

ニューシャトルやいなまる等の交通環境が整備され、
すべての町民が利用しやすい公共交通となっています。

伊奈町の
未来のすがた
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町民と共に発展する
まちづくり

基本
目標５
地域と行政におけるデジタル化の推進１　

誰もがデジタル技術を活用できるようになり、便利で快適なまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

①	デジタル技術の活用推進
②	マイナンバーカードの普及・活用の推進

③	デジタル・デバイド対策の推進施
策

町民参画によるまちづくりと効果的な町政情報の共有２　
多様なメディアを活用した効果的な情報発信や、町民参画の機会が充実され、
町民に開かれた町政となっています。

伊奈町の
未来のすがた

①	町民参画を促進するまちづくりの推進
②	誰にとってもわかりやすい情報発信の充実

施
策

地域コミュニティの活性化と国際化の推進３　
世代や国籍を問わず、すべての町民が連携を深め、地域活動に参加し、
誰もが暮らしやすいまちになっています。

伊奈町の
未来のすがた

①	地域コミュニティ活動の活性化
②	多様な主体がつながる協働のまちづくり

③	多文化共生のまちづくりと国際交流の推進施
策

人権尊重の啓発と平和の推進４　

誰もが人権を尊重し、平和への理解を深め、自分らしく生きる社会が形成されています。伊奈町の
未来のすがた

①	人権意識の普及・啓発と相談体制の充実
②	再犯防止の推進

③	平和の大切さの普及・啓発施
策

ジェンダー平等に向けた社会の実現５　

性別にかかわらず、互いを認め、個性を尊重し合い、自分らしく暮らせるまちになっています。伊奈町の
未来のすがた

①	男女共同参画社会の実現
②	女性の多様な働き方を実現する環境づくり

③	困難な問題を抱える女性等への支援施
策

効率的な行政運営の推進６　
ＩＣＴの活用による効率化や、職員の能力向上、周辺自治体との連携強化に取り組み、
効率的かつ安定的な行政運営が行われています。

伊奈町の
未来のすがた

①	効率的・計画的な行政運営の推進
②	職員の人材育成と資質向上の推進

③	近隣自治体との連携による広域的なまちづくりの推進施
策

将来を見据えた財政運営の推進７　
安定的な財源の確保や、コスト意識を持った健全運営を行い、
計画的・効率的で持続可能な財政運営が行われています。

伊奈町の
未来のすがた

①	安定的な財源の確保
②	持続可能な財政運営の推進

③	公共施設等の維持管理と新庁舎整備の推進施
策
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